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[ カテゴリ ] ウィンドウ

[ カテゴリ ] ウィンドウでは、ワークフローカテゴリを管理できます。

ロールとアカウントの権限によっては、このウィンドウが表示されない場合があります。

• [ カテゴリ ] テーブル

• ツールバー

カテゴリとは、タスクを完了するための一連のワークフローです。一連の関連ワークフローをグループ化して
カテゴリを作成できます。特定のユーザにカテゴリを操作する権限を付与することもできます。

[ カテゴリ ] テーブル

[ カテゴリ ] リストには、ワークフローカテゴリが一覧表示されます。カテゴリは、次のいずれかによって識
別されます。

• アイコンなし - ユーザーによって作成されたコンテンツ

•  - Professional Services （ PS ；プロフェッショナルサービス）が開発したコンテンツ。 PS によるカ
スタムインストールでのみ利用可能です

•  - ユーザが開発したパック

•  - ロックされているユーザーが作成したコンテンツ

•  - ネットアップ認定コンテンツ

各列に対応したフィルタリング機能とソート機能を使用したり、列の順序を並べ替えたりして、テーブルの表
示をカスタマイズできます。

•  テーブル全体のフィルタリングを有効または無効にします。フィルタリングが無効になっている場合
は、アイコンの上に赤色の「 x 」が表示されます。

• をダブルクリックします  フィルタリングの選択をクリアおよびリセットします。

•  各列ヘッダーのを使用すると、列の内容に基づいてフィルタリングできます。をクリックします  列
では、ドロップダウンリストまたは使用可能なすべての項目で特定の項目をフィルタできます。

• 列ヘッダーをクリックすると、ソートの昇順と降順が切り替わります。適用されたソート順序は、ソート
用矢印（  （昇順の場合）および  降順の場合）。

• 列の位置を並べ替えるには、列をドラッグアンドドロップして必要な順序で配置します。ただし、これら
の列を非表示にしたり削除したりすることはできません。

• [ * 検索 * （ Search * ） ] フィルタテキストボックスをクリックすると、特定のコンテンツを検索できま
す。さらに、対応する列タイプ、アルファベット、数字を指定して、サポートされている演算子を使用し
て検索することもできます。

カテゴリ (Categories) テーブルには ' 次のカラムがあります

• * 認定 *

カテゴリがユーザー作成（アイコンなし、空のセル）、 PS （ ）、 community （ ）、ユーザーロッ

1



ク（ ）、またはネットアップ認定（ ）。

• * 名前 *

カテゴリの名前を表示します。

• * 概要 *

カテゴリの概要 を表示します。

• * ワークフロー *

カテゴリで使用可能なワークフローが表示されます。

• * ワークフロー認証に使用します。 *

◦ オペレータロールを持つ特定のユーザに制限されているカテゴリについては 'true' を表示します

◦ オペレータの役割を持つすべてのユーザーが使用できるカテゴリについては 'false' を表示します

• * ユーザー *

カテゴリの実行を許可された承認者またはオペレータの役割を持つユーザーの名前を表示します。

• * Active Directory グループ *

カテゴリの実行を許可されている Active Directory グループの名前を示します。

• 検索 * フィルタテキストボックスにグループ名を入力すると、グループを検索できます。

• * 最終更新日 *

カテゴリが最後に更新された日時を表示します。

• * 更新者 *

カテゴリを更新したユーザの名前が表示されます。

ツールバー

ツールバーは列ヘッダーの上にあります。ツールバーのアイコンを使用して、さまざまな操作を実行できま
す。これらのアクションには、ウィンドウの右クリックメニューからもアクセスできます。

• *  （新規） *

[ 新しいカテゴリ ] ダイアログボックスが開き、新しいカテゴリを作成できます。

• *  （編集） *

Category < category_name > ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、選択したカテ
ゴリを編集できます。カテゴリをダブルクリックして、 [ カテゴリ < カテゴリ名 >] ダイアログボックスを
開くこともできます。
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•

*  （クローン） *

[ 新しいカテゴリ < カテゴリ名 > - コピー ] ダイアログボックスを開きます。このダイアログボックスで、
選択したカテゴリのクローンまたはコピーを作成できます。

• *  （削除） *

[ カテゴリの削除 ] 確認ダイアログボックスが開き、選択したカテゴリを削除できます。

• *  （エクスポート） *

選択したカテゴリをエクスポートできます。

• *  （パックに追加） *

パックカテゴリに追加 (Add to Pack Categories) ダイアログボックスが開き ' カテゴリとその信頼できる
エンティティを編集可能なパックに追加できます

パックに追加機能は、証明書が [ なし ] に設定されているカテゴリに対してのみ有効になり
ます。

• *  （パックから削除） *

選択したカテゴリの [ パックカテゴリから削除 ] ダイアログボックスを開きます。このダイアログボック
スで、パックからカテゴリを削除したり、削除したりできます。

パックから削除機能は、証明書が [ なし ] に設定されているカテゴリに対してのみ有効にな
ります。

[ 新しいカテゴリ ] ダイアログボックス

[ 新しいカテゴリ ] ダイアログボックスでは、新しいワークフローカテゴリを作成できま
す。

• * 名前 *

カテゴリの名前を入力できます。カテゴリを保存するには、名前を入力する必要があります。

• * 概要 *

カテゴリの概要 を入力できます。

• * 使用可能なワークフロー *

[ 選択したワークフロー * ] ボックスに移動されていない使用可能なワークフローをすべて表示します。

• * 選択したワークフロー *

カテゴリに対して選択されているすべてのワークフローが表示されます。
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• * ワークフロー認証に使用されるカテゴリ *

カテゴリを実行できるオペレータロールのユーザを選択できます。デフォルトでは、このチェックボック
スは選択されておらず、カテゴリはすべてのユーザーが使用できます。

• * このカテゴリのワークフローへのアクセスを次のユーザーおよび Active Directory グループに制限 *

選択したカテゴリのワークフローへのアクセスを、選択したユーザおよび Active Directory グループに制
限できます。

• * 使用可能な承認者とオペレータ *

承認者とオペレータの役割を持つすべてのユーザーを表示します。

• * 選択された承認者とオペレータ *

カテゴリの実行を許可されているユーザが表示されます。

• * 使用可能な承認者およびオペレータグループ *

承認者とオペレータの役割を持つすべてのグループを表示します。

• * 選択された承認者およびオペレータグループ *

カテゴリの実行が許可されているグループが表示されます。

コマンドボタン

• * 選択ボタン *

選択したエントリを別のボックスに移動できます。

• * 保存 *

カテゴリを保存してダイアログボックスを閉じます。

• * キャンセル *

カテゴリを保存せずに、ダイアログボックスを閉じます。

[ カテゴリの編集 ] ダイアログボックス

[ カテゴリの編集 ] ダイアログボックスでは、ワークフローカテゴリを編集できます。

• * 名前 *

カテゴリの名前を編集できます。

• * 概要 *
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カテゴリの概要 を編集できます。

• * 使用可能なワークフロー *

[ 選択したワークフロー ] ボックスに移動されていない使用可能なワークフローをすべて表示します。

• * 選択したワークフロー *

カテゴリに対して選択されているすべてのワークフローが表示されます。

• * ワークフロー認証に使用されるカテゴリ *

カテゴリを実行するためのオペレータロールを持つユーザにアクセスを許可できます。このチェックボッ
クスは、デフォルトでは選択されていません。

• * 使用可能な演算子 *

カテゴリにアクセスできないオペレータロールを持つすべてのユーザを表示します。

• * 選択された演算子 *

カテゴリへのアクセス権を付与されているユーザが表示されます。

コマンドボタン

• * 選択ボタン *

選択したエントリをボックス間で移動します。

• * 保存 *

カテゴリを保存してダイアログボックスを閉じます。

• * キャンセル *

カテゴリを保存せずに、ダイアログボックスを閉じます。

[ 複製カテゴリ ] ダイアログボックス

[ 複製カテゴリ ] ダイアログボックスでは、ワークフローカテゴリをコピーしてカテゴリ
を編集できます。

• * 名前 *

カテゴリの名前を編集できます。クローニングするように選択したカテゴリの名前が、クローンの名前と
して使用され、デフォルトでは - copy が付加されます。

• * 概要 *

カテゴリの概要 を入力できます。
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• * 使用可能なワークフロー *

[ 選択したワークフロー ] ボックスに移動されていない使用可能なワークフローをすべて表示します。

• * 選択したワークフロー *

カテゴリに対して選択したすべてのワークフローが表示されます。

• * ワークフロー認証に使用されるカテゴリ *

カテゴリを実行できるオペレータロールのユーザを選択できます。デフォルトでは、このチェックボック
スは選択されておらず、カテゴリはすべてのユーザーが使用できます。

• * 使用可能な演算子 *

オペレータロールを持つすべてのユーザが表示されます。

• * 選択された演算子 *

カテゴリの実行を許可されているユーザが表示されます。

コマンドボタン

• * 選択ボタン *

選択したエントリを別のボックスに移動できます。

• * 保存 *

カテゴリを保存してダイアログボックスを閉じます。

• * キャンセル *

カテゴリを保存せずに、ダイアログボックスを閉じます。
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用できます。前述の場合を除き、NetApp, Inc.の書面による許可を事前に得ることなく、本データを使用、開
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